
マ
ネ
ロ
ン
対
策
に
お
け
る

リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・ア
プ
ロ
ー
チ（
上
）

対
策
を
講
ず
る
べ
き
リ
ス
ク
は

外
国
送
金
だ
け
で
は
な
い

金
融
庁
　
総
合
政
策
局

マ
ネ
ー
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
・

テ
ロ
資
金
供
与
対
策
企
画
室
長

尾
崎
寛

効
率
性
と
有
効
性
の
向
上
を

目
指
す
Ｒ
Ｂ
Ａ

　

経
済
・
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
高
度
に
進
ん
だ
現
代
社
会

で
は
、
有
効
な
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ

リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策

（
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
）
を
進
め
る
た

め
に
は
、
国
際
的
な
協
調
が
不
可
欠

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、

Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
の
国
際
的
な
取
組

み
は
、
金
融
活
動
作
業
部
会
（
Ｆ
Ａ

Ｔ
Ｆ
＝F

inancial A
ction T

ask 

F
orce

、
注
１
）
が
対
策
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
国
際
的
な
基
準

の
策
定
、
犯
罪
類
型
の
検
証
、
加
盟

国
の
相
互
審
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
お
よ
び
そ
の
地
域
体
に
参

加
す
る
各
国
は
現
在
、
約
２
０
５
カ

国
・
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら

各
国
・
地
域
が
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
勧
告
な
ど

を
国
際
的
な
基
準
と
し
て
Ａ
Ｍ
Ｌ
／

Ｃ
Ｆ
Ｔ
を
進
め
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
に
改
訂
さ
れ
た
Ｆ
Ａ

Ｔ
Ｆ
勧
告
で
採
用
さ
れ
た
「
リ
ス
ク

ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｒ
Ｂ
Ａ
＝

R
isk B

ased A
pproach

）」
は
、

リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策

の
基
本
的
な
考
え
方
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
手
法
を
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金

供
与
に
あ
て
は
め
た
際
の
考
え
方
や
具
体
的
な
取
組
み
方
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
に
理
解

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
３
回
に
わ
た
り
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
す
る
こ
と
と
す
る
。

Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
の
基
本
的
な
考
え

方
と
な
っ
て
い
る
。
Ｒ
Ｂ
Ａ
と
は
、

マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
に
関
し

て
い
か
な
る
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い

る
か
を
特
定
・
評
価
し
、
当
該
リ
ス

ク
に
見
合
っ
た
低
減
措
置
を
講
じ
る

こ
と
で
あ
る
。
勧
告
１
「
リ
ス
ク
評

価
お
よ
び
Ｒ
Ｂ
Ａ
の
適
用
」
に
お
い

て
は
、
各
国
が
自
国
に
お
け
る
マ
ネ

ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ

資
金
供
与
（
Ｍ
Ｌ
／
Ｔ
Ｆ
）
の
リ
ス

ク
を
特
定
・
評
価
す
る
こ
と
を
要
請

し
て
お
り
、
わ
が
国
で
も
、
国
家
公

安
委
員
会
が
国
全
体
の
リ
ス
ク
評
価
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マネロン対策におけるリスクベース・アプローチ（上）

書
で
あ
る
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調

査
書
（
Ｎ
Ｒ
Ａ
＝N

ational R
isk 

A
ssessm

ent

、
注
２
）
を
作
成
し
、

毎
年
11
月
末
か
ら
12
月
初
旬
ご
ろ
に

公
表
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
16
年
10
月

に
改
正
さ
れ
た
犯
罪
に
よ
る
収
益
の

移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、

Ｎ
Ｒ
Ａ
の
内
容
を
勘
案
し
、
特
定
事

業
者
自
ら
が
自
社
の
（
Ｍ
Ｌ
／
Ｔ

Ｆ
）
に
関
す
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
評

価
し
、
そ
の
評
価
結
果
を
文
書
化
し

た
う
え
で
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
般
的
に
Ｒ

Ｂ
Ａ
は
、
リ
ス
ク
の
高
い
分
野
に
経

営
資
源
を
よ
り
多
く
投
入
し
て
管
理

の
費
用
対
効
果
を
高
め
る
手
法
で
あ

り
、
効
率
性
と
有
効
性
の
向
上
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。

暴
力
団
な
ど
が 

Ｍ
Ｌ
／
Ｔ
Ｆ
事
犯
を
敢
行

　
Ｎ
Ｒ
Ａ
（
18
年
版
）
に
よ
れ
ば
、

わ
が
国
に
お
い
て
Ｍ
Ｌ
／
Ｔ
Ｆ
を
行

う
主
体
と
し
て
は
、
主
に
暴
力
団
、

来
日
外
国
人
犯
罪
者
グ
ル
ー
プ
、
特

殊
詐
欺
犯
行
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
リ
ス
ク
の
高
い
取
引

形
態
は
、
非
対
面
取
引
、
現
金
取
引
、

外
国
と
の
取
引
と
さ
れ
て
い
る
。

　

暴
力
団
は
、
経
済
的
利
益
を
獲
得

す
る
た
め
に
反
復
し
て
犯
罪
を
行
い
、

金
融
犯
罪
の
多
く
に
関
与
し
な
が
ら

巧
妙
に
Ｍ
Ｌ
／
Ｔ
Ｆ
を
行
っ
て
お
り
、

わ
が
国
に
お
い
て
引
き
続
き
大
き
な

脅
威
で
あ
る
。
例
え
ば
、
暴
力
団
構

成
員
、
準
構
成
員
、
そ
の
ほ
か
の
周

辺
者
、
半
グ
レ
と
い
わ
れ
る
グ
ル
ー

プ
な
ど
は
、
詐
欺
、
窃
盗
、
ヤ
ミ
金

融
事
犯
、
賭
博
事
犯
お
よ
び
売
春
事

犯
な
ど
の
多
様
な
犯
罪
に
関
与
し
、

Ｍ
Ｌ
／
Ｔ
Ｆ
事
犯
を
敢
行
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
日
外
国
人
犯
罪
者
グ
ル

ー
プ
は
組
織
的
な
犯
罪
を
行
う
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
口
を
使
っ
て
Ｍ
Ｌ
／

Ｔ
Ｆ
事
犯
を
敢
行
し
て
い
る
。
な
お
、

15
年
か
ら
17
年
ま
で
の
３
年
間
に
お

い
て
、
い
わ
ゆ
る
組
織
的
犯
罪
処
罰

法
に
係
る
来
日
外
国
人
犯
罪
者
が
関

与
し
た
Ｍ
Ｌ
／
Ｔ
Ｆ
事
犯
の
国
籍
別

の
検
挙
件
数
で
は
、
中
国
、
ベ
ト
ナ

ム
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
順
と
な
っ
て

お
り
、
18
年
に
お
け
る
検
挙
件
数
全

体
に
占
め
る
同
比
率
は
10
％
弱
と
な

っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
近
年
、
わ
が
国
に
お
い
て

は
、
一
般
的
に
「
振
り
込
め
詐
欺
」

な
ど
と
称
さ
れ
る
現
金
な
ど
を
だ
ま

し
取
る
特
殊
詐
欺
が
多
発
し
て
お
り
、

18
年
の
実
質
的
な
被
害
総
額
は
約
３

６
４
億
円
（
注
３
）
に
上
っ
て
い
る
。

特
殊
詐
欺
の
犯
行
グ
ル
ー
プ
は
、
組

織
的
に
詐
欺
を
敢
行
す
る
と
と
も
に
、

詐
取
金
の
振
込
先
と
し
て
架
空
・
他

人
名
義
の
口
座
を
利
用
す
る
な
ど
し
、

Ｍ
Ｌ
／
Ｔ
Ｆ
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

自
己
名
義
の
口
座
や
偽
造
し
た
身
分

証
明
書
を
悪
用
す
る
な
ど
し
て
開
設

し
た
架
空
・
他
人
名
義
の
口
座
を
遊

興
費
欲
し
さ
か
ら
安
易
に
譲
り
渡
す

者
や
、
帰
国
費
用
な
ど
に
充
当
す
る

た
め
、
帰
国
時
に
特
殊
詐
欺
グ
ル
ー

プ
に
売
却
・
譲
渡
す
る
一
部
の
外
国

人
な
ど
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、

Ｍ
Ｌ
／
Ｔ
Ｆ
の
敢
行
が
よ
り
一
層
容

易
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
特
殊

詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
、
詐
取
し
た
銀
行

カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
を
使
っ
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
現
金
を
複
数
回
に
わ
た
っ
て
引

き
出
し
、
売
却
・
譲
渡
さ
れ
た
普
通

預
金
口
座
に
入
金
す
る
と
と
も
に
、

売
却
・
譲
渡
さ
れ
た
口
座
間
で
内
国

為
替
振
込
を
繰
り
返
し
行
う
な
ど
し

て
資
金
の
出
所
を
隠
蔽
す
る
よ
う
に
、

「
現
金
の
入
出
金
」「
普
通
預
金
口

座
間
の
振
込
」
と
い
う
典
型
的
な
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
Ｍ
Ｌ
／
Ｔ
Ｆ
に

悪
用
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
空
間
を
経
由
し
た 

脅
威
・
リ
ス
ク
も
増
加

　

経
済
・
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
高
度
化
や
デ

ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、
犯

罪
に
よ
る
収
益
が
短
時
間
に
国
境
を

越
え
て
移
転
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

犯
罪
手
法
に
も
巧
妙
化
が
見
ら
れ
る

な
ど
、
Ｍ
Ｌ
／
Ｔ
Ｆ
に
関
す
る
状
況

は
複
雑
に
変
化
し
続
け
て
い
る
。
特

に
近
年
、
資
金
移
動
業
者
、
電
子
マ

ネ
ー
事
業
者
、
そ
の
ほ
か
の
業
態
の

事
業
者
が
、
こ
れ
ま
で
主
に
預
金
取

扱
い
金
融
機
関
が
提
供
し
て
き
た
為

替
・
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
に
進
出
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し
て
い
る
。

　

仮
に
資
金
移
動
業
者
等
が
預
金
取

扱
い
金
融
機
関
と
同
水
準
の
管
理
態

勢
を
整
備
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
れ

ら
の
為
替
・
決
済
サ
ー
ビ
ス
が
Ｍ
Ｌ

／
Ｔ
Ｆ
に
利
用
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
高

ま
る
こ
と
と
な
り
、
当
局
と
し
て
は

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
改
正

入
管
法
の
施
行
に
伴
い
、
外
国
人
材

の
受
入
れ
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
、
外

国
人
材
に
よ
る
送
金
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
外

国
人
材
が
生
活
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
銀

行
口
座
な
ど
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
適

切
に
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
一
方
で
、
送
金
に
は
銀
行

や
資
金
移
動
業
者
等
が
提
供
す
る
金

融
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
が
重
要
と

な
る
。

　

さ
ら
に
、
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
経
由
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
普
及
す
る
中
で
、
サ
イ
バ
ー
犯

罪
の
検
挙
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

18
年
に
は
９
０
４
０
件
（
注
４
）
と
過

去
最
多
を
記
録
す
る
な
ど
、
ネ
ッ
ト

空
間
を
経
由
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
に

お
け
る
脅
威
・
リ
ス
ク
も
増
加
し
て

い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
に
係
る
不
正
送
金
事
犯
に
よ
る
被

害
は
、
預
金
取
扱
い
金
融
機
関
に
お

い
て
ワ
ン
タ
イ
ム
・
パ
ス
ワ
ー
ド

（
注
５
）
の
導
入
等
が
進
ん
だ
こ
と
な

ど
に
よ
り
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
わ
が
国
に
お
け
る
18
年
の
暗

号
資
産
（
仮
想
通
貨
）
交
換
業
者
等

へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
な
ど
に
よ
る
不

正
送
信
事
案
が
１
６
９
件
認
知
さ
れ
、

同
年
１
月
お
よ
び
９
月
に
は
国
内
の

暗
号
資
産
交
換
業
者
等
か
ら
多
額
の

暗
号
資
産
が
不
正
に
送
信
さ
れ
た
と

見
ら
れ
る
事
案
も
発
生
し
て
い
る
。

犯
行
主
体
の
関
係
は 

複
雑
化
・
国
際
化

　

こ
れ
ら
の
金
融
犯
罪
・
Ｍ
Ｌ
／
Ｔ

Ｆ
事
案
の
背
景
で
は
、
暴
力
団
や
半

グ
レ
と
い
っ
た
反
社
会
的
勢
力
、
特

殊
詐
欺
グ
ル
ー
プ
、
ネ
ッ
ト
上
で
ハ

ッ
キ
ン
グ
を
行
う
グ
ル
ー
プ
や
機
関
、

そ
し
て
来
日
外
国
人
犯
罪
者
グ
ル
ー

プ
な
ど
が
直
接
・
間
接
的
に
関
与
し
、

犯
行
主
体
の
関
係
が
複
雑
化
・
国
際

化
し
て
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

来
日
外
国
人
犯
罪
者
で
構
成
さ
れ
る

犯
罪
組
織
に
つ
い
て
は
、
構
成
員
が

多
国
籍
化
し
た
り
、
暴
力
団
と
連
携

し
た
り
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

他
国
で
敢
行
さ
れ
た
詐
欺
事
件
に
よ

る
詐
取
金
の
入
金
先
口
座
と
し
て
日

本
国
内
の
銀
行
口
座
を
利
用
し
、
詐

取
金
の
入
金
後
に
こ
れ
を
日
本
国
内

で
引
き
出
し
て
Ｍ
Ｌ
／
Ｔ
Ｆ
を
行
う

と
い
っ
た
事
例
が
あ
る
な
ど
、
国
境

を
越
え
た
展
開
が
見
ら
れ
る
。
そ
の

ほ
か
、
短
期
滞
在
の
在
留
資
格
等
に

よ
り
来
日
し
、
犯
行
後
は
本
国
に
逃

げ
帰
る
形
態
（
ヒ
ッ
ト
・
ア
ン
ド
・

ア
ウ
ェ
イ
型
）
の
犯
罪
を
敢
行
す
る

例
も
あ
る
（
注
６
）。
こ
の
よ
う
に
、

現
在
わ
が
国
で
は
、
暴
力
団
、
来
日

外
国
人
犯
罪
者
グ
ル
ー
プ
、
特
殊
詐

欺
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
た
主
体
が
相
互

に
関
与
し
合
い
な
が
ら
、
金
融
犯
罪

も
し
く
は
犯
罪
収
益
の
移
転
を
敢
行

し
て
い
る
。

　

金
融
機
関
等
に
よ
る
リ
ス
ク
の
特

定
・
評
価
に
お
い
て
は
、
暴
力
団
、

来
日
外
国
人
犯
罪
者
グ
ル
ー
プ
、
特

殊
詐
欺
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
た
主
体
に

加
え
、
普
通
預
金
口
座
、
非
対
面
取

引
、
現
金
取
引
、
外
国
と
の
取
引
の

リ
ス
ク
な
ど
、
Ｎ
Ｒ
Ａ
の
記
載
内
容

に
留
意
し
つ
つ
、
自
ら
の
提
供
す
る

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
関
係
す
る
顧
客

属
性
、
取
引
形
態
、
国
・
地
域
要
因

に
つ
い
て
網
羅
的
に
行
う
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
Ｍ
Ｌ
／
Ｔ
Ｆ
事
案
の
国

際
化
、
世
界
各
地
で
増
大
す
る
テ
ロ

の
脅
威
な
ど
の
増
加
を
受
け
、
Ａ
Ｍ

Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
へ
の
国
際
的
な
要
請
は

高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
各
国

が
よ
り
一
層
協
調
し
て
対
策
を
講
ず

る
と
と
も
に
、
国
内
に
お
い
て
も
業

界
団
体
・
個
別
金
融
機
関
等
、
関
係

省
庁
が
密
接
に
連
携
を
図
り
、
実
効

的
な
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
が
求
め
ら
れ

る
。

マ
ネ
ロ
ン
対
策
は 

包
括
的
な
取
組
み

　

金
融
機
関
等
が
犯
罪
組
織
や
テ
ロ

組
織
へ
の
資
金
流
入
を
防
ぎ
、
安
全

で
利
便
性
が
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
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提
供
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
何
よ

り
も
、
取
引
開
始
時
の
本
人
確
認
や

多
額
の
現
金
の
預
入
れ
時
の
確
認
、

外
為
送
金
の
取
扱
い
時
の
取
引
確
認

等
の
水
際
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
う

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
う
し
た
基

本
動
作
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
Ｍ
Ｌ
／
Ｔ
Ｆ
を
企
図
す
る
者

や
グ
ル
ー
プ
が
、
銀
行
口
座
を
譲
渡

や
売
買
に
よ
り
入
手
し
、
受
け
皿
口

座
と
し
て
不
正
利
用
す
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
不
自
然
な
資
金
の
や
り
と

り
を
し
て
い
な
い
か
を
検
知
す
る
こ

と
や
、
な
り
す
ま
し
を
防
ぐ
た
め
に

定
期
的
に
本
人
確
認
な
ど
を
行
う
と

い
う
継
続
的
顧
客
管
理
措
置
も
重
要

と
な
る
。

　

一
部
の
預
金
取
扱
い
金
融
機
関
は

「
外
為
送
金
を
取
り
扱
っ
て
い
な
い

の
で
リ
ス
ク
は
な
く
な
っ
た
」「
現

金
で
の
外
為
送
金
取
扱
い
を
停
止
し

た
の
で
リ
ス
ク
は
極
小
化
で
き
た
」

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
が
、
な

り
す
ま
し
や
口
座
売
買
・
譲
渡
が
特

殊
詐
欺
に
利
用
さ
れ
て
い
る
実
態
に

鑑
み
れ
ば
、
外
為
送
金
だ
け
で
な
く
、

普
通
預
金
、
内
国
為
替
な
ど
に
も
リ

ス
ク
は
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク

を
特
定
・
評
価
し
た
う
え
で
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
、
国
際
的
な
要
請
へ

の
対
応
と
な
る
。
他
方
、
金
融
機
関

等
が
国
際
的
な
要
請
へ
円
滑
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
広
く
一
般
利
用
者

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
金
融
庁
は
、

一
般
利
用
者
に
向
け
て
政
府
広
報
や

業
界
団
体
と
協
力
し
た
広
報
活
動
に

よ
り
、
金
融
機
関
等
に
お
け
る
Ａ
Ｍ

Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
の
必
要
性
な
ど
を
発
信

し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
金

融
機
関
等
に
よ
る
各
種
手
続
き
へ
の

理
解
と
協
力
を
求
め
る
旨
の
広
報
を

実
施
し
て
い
く
。

（
本
稿
の
意
見
に
関
す
る
箇
所
は
筆
者
の
個

人
的
見
解
で
あ
り
、
筆
者
の
属
す
る
組
織

の
見
解
と
異
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ご

承
知
お
き
い
た
だ
き
た
い
）

（
注
） １　
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
は
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン

ダ
リ
ン
グ
対
策
に
お
け
る
国
際
協
調
を

推
進
す
る
た
め
に
、
89
年
の
ア
ル
シ
ュ

・
サ
ミ
ッ
ト
経
済
宣
言
を
受
け
て
設
立

さ
れ
た
政
府
間
会
合
で
あ
り
、
01
年
９

月
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
発
生
以

降
は
、
テ
ロ
資
金
供
与
に
関
す
る
国
際

的
な
対
策
と
協
力
の
推
進
に
も
指
導
的

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
わ
が
国
は
設

立
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
98

年
７
月
か
ら
99
年
６
月
ま
で
は
議
長
国

も
務
め
た
。

２　
13
年
６
月
、
ロ
ッ
ク
・
ア
ー
ン
・

サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
Ｇ
８

行
動
計
画
原
則
を
受
け
、
わ
が
国
で
も

同
月
、
警
察
庁
を
中
心
と
し
て
金
融
庁

等
の
関
係
省
庁
か
ら
な
る
作
業
チ
ー
ム

を
設
け
て
国
が
実
施
す
る
リ
ス
ク
評
価

を
行
う
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
日
本

行
動
計
画
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
関

係
省
庁
は
14
年
12
月
、「
犯
罪
に
よ
る

収
益
の
移
転
の
危
険
性
の
程
度
に
関
す

る
評
価
書
」
を
公
表
し
た
。
さ
ら
に
、

14
年
の
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
国
家
公
安
委
員
会
は
15

年
以
降
、
毎
年
、
Ｎ
Ｒ
Ａ
を
作
成
し
て

公
表
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
18
年
は

12
月
初
に
公
表
し
て
い
る
。

３　
「
平
成
30
年
に
お
け
る
特
殊
詐
欺

認
知
・
検
挙
状
況
等
に
つ
い
て
（
確
定

値
版
）」（
警
察
庁
公
表
）

４　
「
平
成
30
年
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー

空
間
を
め
ぐ
る
脅
威
の
情
勢
等
に
つ
い

て
」（
警
察
庁
公
表
）

５　
ワ
ン
タ
イ
ム
・
パ
ス
ワ
ー
ド
と
は
、

１
回
し
か
使
え
な
い
「
使
い
捨
て
パ
ス

ワ
ー
ド
」
の
こ
と
。
ワ
ン
タ
イ
ム
・
パ

ス
ワ
ー
ド
で
は
、
認
証
を
行
う
た
び
に

毎
回
異
な
る
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
用
し
、

一
度
使
用
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
は
再
利
用

せ
ず
に
使
い
捨
て
に
す
る
。
万
が
一
、

パ
ス
ワ
ー
ド
が
盗
取
さ
れ
た
と
し
て
も
、

パ
ス
ワ
ー
ド
は
繰
り
返
し
使
わ
れ
る
こ

と
な
く
使
い
捨
て
と
な
る
た
め
、
高
い

安
全
性
が
保
持
で
き
る
。

６　
令
和
元
年
「
警
察
白
書
」
第
４
章

組
織
犯
罪
対
策
、
第
３
節
来
日
外
国
人

犯
罪
対
策
（
１
７
１
ペ
ー
ジ
）
参
照
。

お
ざ
き
　
ひ
ろ
し

88
年
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
、
三
井

銀
行
（
現
三
井
住
友
銀
行
）
入
行
。

91
年
大
蔵
省
出
向
（
国
際
金
融
局
調

査
課
）、
93
年
外
務
省
出
向
（
在
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
日
本
大
使
館
財
務

班
）
な
ど
を
経
て
、
17
年
４
月
三
井

住
友
銀
行
総
務
部
部
付
部
長
兼
Ａ
Ｍ

Ｌ
金
融
犯
罪
対
応
室
長
、
18
年
２
月

か
ら
現
職
。
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